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問財政課（☎983‒2879）

市税（30.3%）
99億5,029万4千円

民生費（45.7%）
145億6,440万7千円

総務費（10.7%）
34億744万7千円

教育費（11.6%）
37億1,556万9千円

公債費（11.5%）
36億8,152万8千円

土木費（5.2%）
16億5,287万円

衛生費（7.9%）
25億2,627万5千円

地方交付税
（16.6%）

54億5,295万5千円

歳入歳入

歳出歳出

国庫支出金
（21.1%）

69億3,246万8千円

府支出金（6.9%）
22億5,508万円

市債（8.4%）
27億4,512万円

一般会計歳入　327億 9,620万円

自主財源（40.3%） 依存財源（59.7%）

消防費（5.5%）
17億5,268万7千円

議会費（0.8%）
2億7,062万6千円

地方消費税交付金
（4.9%）

15億9,531万9千円

その他（1.8%）
5億7,884万5千円

一般会計歳出　319億 5,851万円

農林水産業費（0.7%）
2億3,868万5千円

分担金及び負担金
（0.2%）
6,152万円

使用料及び手数料
（1.2%）

4億443万1千円

その他（3.0%）
9億8,936万4千円

繰入金（5.6%）
18億3,080万4千円

その他（0.4%）
1億4,841万6千円

令和５年度の決算状況
一般会計
　令和５年度の一般会計決算額は、歳入
327億9620万円（前年比10.3％減）、歳出
319億5851万円（前年比10.6％減）です。
歳入歳出差引総額は８億3769万円で、翌
年度に繰越すべき財源１億2975万４千円
を差し引いた実質収支額は７億793万６
千円となりました。

決算の概要
　歳入は、前年度と比較して市税が２億
689万７千円増加するなどしましたが、
市債が32億1436万円、繰入金が９億1174
万９千円減少するなどしたため、歳入全
体で37億4612万５千円減少しました。
　歳出は、前年度と比較して、教育費が
８億8962万５千円、消防費が７億6636万
７千円増加するなどしましたが、総務
費が59億346万５千円減少するなど、歳
出全体で37億9629万２千円減少しまし
た。

特別会計
　下の表の特別会計の決算状況は、実質
収支をいずれも黒字で決算することがで
きました。
※水道事業会計・下水道事業会計の決算
状況の詳細は、上下水道広報紙「やわ
たの上下水道」（令和７年１月発行予
定）でお知らせします。

財政状況
　今後、少子高齢化・人口減少社会の進
展に伴う市税収入の減少や社会保障関係
経費の増加が見込まれる中、公共施設等
の老朽化対策等の費用の増大や物価上昇
の影響等、本市の財政状況は一層厳しく
なると予測しています。　
　引き続き、持続可能な財政運営に取り
組むとともに、市民の皆さんの声を広く
伺い、京都府とも力を合わせながら「今、
八幡だからできる」成長をつかむまちづ
くりを進めてまいります。

歳入（自主財源）（3.0%）　
・繰越金　４億2752万３千円
・諸収入　３億3664万４千円
・財産収入　２億288万６千円
・寄附金　2231万１千円

　歳入（依存財源）（1.8％）　
・法人事業税交付金　１億5559万１千円
・地方譲与税　１億5076万８千円
・株式等譲渡所得割交付金　8754万８千円
・配当割交付金　8608万８千円
・地方特例交付金　5472万２千円
・環境性能割交付金　2913万円

・交通安全対策特別交付金　713万３千円
・利子割交付金　350万８千円
・ゴルフ場利用税交付金　275万３千円
・自動車取得税交付金　160万４千円
　歳出（0.4％）　
・商工費　１億3927万円
・労働費　914万６千円

円グラフ内のその他の内訳

議案等を原案どおり可決
市議会第３回定例会

　９月３日（火）に開会した令和６年八
幡市議会第３回定例会は、市が提出した
議案等をすべて認定・可決・承認し、10
月10日（木）に閉会しました。
　一般会計は第50回衆議院議員総選挙実

施に伴う経費3200万円を追加し、補正後
の歳入歳出予算の総額を312億6420万円
としました。
　なお、認定された令和５年度決算の主
な事業は４～５面に掲載しています。

◆令和５年度会計別決算状況
会計名 歳入決算額 歳出決算額 差　引
一般会計 327億9,620万円 319億5,851万円 ８億3,769万円

特
別
会
計

休日応急診療所 2,296万２千円 2,291万５千円 ４万７千円
駐車場 1,175万２千円 1,107万３千円 67万９千円

国民健康保険 74億2,617万円 74億1,733万９千円 883万１千円
介護保険 66億5,433万５千円 64億9,559万７千円 １億5,873万８千円

後期高齢者医療 23億1,915万９千円 22億8,261万８千円 3,654万１千円
計 492億3,057万８千円 481億8,805万２千円 10億4,252万６千円

▼民生費（21万1173円）
　高齢者、障がい者、児童の福祉推進等の経費

▼教育費（５万3873円）
　学校教育や生涯学習、文化・スポーツ等の経費

▼公債費（５万3379円）
　市の借金の返済等の経費

▼総務費（４万9406円）
　市庁舎や戸籍・住民基本台帳の維持管理等の経費

▼衛生費（３万6629円）
　市民の健康管理や環境保全、ごみ処理等の経費

▼消防費（２万5413円）
　火災や救急事業等の経費

▼土木費（２万3965円）
　道路や公園等の整備・管理等の経費

▼議会費（3924円）
　市議会の運営等の経費

▼農林水産業費（3461円）
　農林業の振興や農業用施設維持管理等の経費

▼その他（商工費等）（2152円）
　商工業振興や観光振興、雇用対策等の経費

歳出決算額を人口１人あたりで見ると…
人口　68,969人（令和６年３月31日現在）

一般会計における地方債と基金の残高をお知らせします
　令和５年度末時点の地方債（市の借金）の残高
は、償還（返済）額が借入額を上回ったことから、
約277.8億円と前年度より8.6億円減少しました。

　また、令和５年度末の基金（市の貯金）の残高
は、消防庁舎（東部分署）整備等の影響から前年
度より5.1億円減少し、約65億円となりました。

■地方債（市の借金）の残高

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

（億円）
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■基金（市の貯金）の残高
（億円）
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248.4 271.1 262.9 286.4 277.8

70.570.5 69.0
80.6

70.1 65.0

※一般会計分

※一般会計分
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けると感じています。
　八幡がもつ雄大な自然の景色、悠久の歴
史を語る文化遺産、商工業・農業の魅力、
交通結節点としての強みをもっともっと伝
え、活かし、皆さんに「八幡に住んでいて
よかった」と感じていただけるよう、引き
続き邁進してまいります。
　これほどまでにやりがいのある仕事をさ
せていただいているということに幸せをか
みしめる毎日です。これからも一層、頑張
ってまいります。

　さて、今月で私が市長に就任させていた
だいて１年になります。振り返ればあっと
いう間でした。この１年は、ひたすらに市
内各所へ伺い、様々な方と出会ってお話を
し、市役所内でも様々に協議を重ねてまい
りました。立ちはだかるハードルも多く、
時間をかけなければならないことも多いで
すが、力を合わせて努力すれば、越えてい

　10月にかけて開会いたしておりました八
幡市議会第３回定例会（通称９月議会）も
無事閉会し、公共交通再編検討や農業支援、
経済支援などにかかる各補正予算もご承認
いただきました。市議会のご審議を踏まえ、
着実に予算を執行してまいります。

就任１年を迎えて

令和５年度の主な事業

産業 まちづくり
■橋本駅周辺拠点整備
 　（１億5656万7982円）
 　（令和４年度繰越分含む）
　電線共同溝やロータリー等の整
備を実施
■都市計画調査業務委託
 　（1167万3200円）
　第7回京都府南部都市計画の定
期見直しほか、南北連携軸道路等

整備の具体化に向けた調査・検討、
石清水八幡宮駅の交通結節点の機
能向上に向けた現況調査・検討等
を実施
■スマート農業実装チャレンジ事業
助成 　（902万9000円）
　自動運転トラクターや環境制御
装置一体型高設栽培システムを導
入する経費に助成

活力のまち やわた
しなやかに発展する

■アグリチャレンジング事業助成
 　（109万3930円）
■中小企業者等経営改善支援金給付
 　（39万円）
　京都府が実施する「伴走支援型
経営改善おうえん資金」の融資を
受けた市内事業者の経営行動計画
書の作成を支援

■中小企業者等奨学金返還支援事業
助成 　（10万5000円）
　中小企業者の人材確保や若手従
業員の定着、経済的負担軽減を図
るため、京都府と協調し、奨学金
返済への支援を実施

健康 福祉

■やわた未来いきいき健幸プロジェ
クト 　（5160万7471円）
　従来のヘルスケア事業ととも
に、令和４年度に続いて40代・50
代の中年層を対象とする「やわた
ミドルクラブ事業」を実施

■やわたヘルスプロモーション推進
（キッズ健幸アンバサダー養成講
座開催等） 　 （530万124円）
　児童が高齢者等にスポーツや健
康づくりの重要性を伝える「キッ
ズ健幸アンバサダー」の養成等を
実施
■八幡市高齢者健康福祉計画及び第
９期介護保険事業計画策定
 　（599万5000円）
■入院に対する医療給付を中学校卒
業から18歳の年度末まで拡充
 　（92万5846円）

健幸のまち やわた
誰もが「健康」で「幸せ」な

キッズ健幸アンバサダー養成講座

やわた未来いきいき健幸プロ
ジェクトで使用している体組
成計とリーダーライター

市民協働共生のまち やわた
ともに支え合う

談会を開催する活動を指す造語。
■市民協働活動事業助成
 　　（93万8000円）

門職等が集い、誰もが自分らしく
活躍できる地域社会を目指す取り
組みを推進
※談活とは、談話、談笑ができる座

■日本語指導ボランティアスキルア
ップ講座 　（22万7921円）
　新たな地域の担い手となる外国
人住民との多文化共生のまちを実
現するため、その拠点となる地域
日本語教室等と連携し、日本語指
導ボランティアスキルアップ講座
を開催
■コミュニティ事業
 　（3809万1409円）
■生涯学習推進 　（836万7913円）
■八幡市障がい者計画・第7期障が
い福祉計画・第3期障がい児福祉
計画策定 　（572万円）

■談活プロジェクト（談活コーディ
ネーター配置委託 ） 　（365万円）
　住民や地域福祉活動者、福祉専

日本語指導ボランティアスキルアップ講座

談活プロジェクト

生涯学習

障がい児・者支援
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令和５年度の主な事業

観幸のまち やわた
自然と歴史と文化が織りなす

■第七回徒然草エッセイ大賞
 　（1200万1799円）
■第二回松花堂昭乗イラストコンテ
スト 　（872万3366円）
　「第七回徒然草エッセイ大賞」
では「ときめき」をテーマに全国
から随筆文を、「第二回松花堂昭

乗イラストコンテスト」では「未
来」をテーマに全国からイラスト
を募集し、優れた作品を表彰する
ことで、八幡市の魅力の発信とシ
ビックプライドを醸成
■松花堂美術館等空調設備改修等
 　（２億1839万4000円）
■名勝松花堂及び書院庭園保存活用
 　（6817万3647円）
■八幡市観光基本計画策定
 　　（499万8400円）
■新・空中茶室創造基本構想策定
 　（209万9900円）

文化

歴史 観光

第七回徒然草エッセイ大賞授賞式

■出産・子育て応援
 　（4577万8058円）
　妊娠届出時に妊婦一人あたり５
万円、出生届出時に子ども一人あ
たり５万円を支給する「やわたっ
こ応援給付金」等を実施
■特別支援教育支援
 　（1353万7010円）
　児童生徒の学校生活上の介助や
学習活動上の支援等を行う特別支
援教育支援員の配置や、特別支援
教育ソフトウェアを導入

■京の木香る園づくり 　（781万円）
　公立保育園・幼稚園・こども園
に京都府内産木材を活用し、園備
品等を整備
■水泳指導民間委託（くすのき小）
 　（624万4290円）
　試行的に民間委託し、学習内容
を充実

未来のまち やわた
子どもが輝く 

男山第二中学校体育館の長寿命化

■中央小学校および美濃山小学校屋
内運動場空調設備等整備
 　（２億3648万6600円）
■男山第二中学校屋内運動場長寿命
化改良等 　（２億1219万9900円）
■八幡小学校給食室改修
 　　（１億6789万482円）
■さくら小学校トイレ大規模改造
 　（１億5327万8400円）
■スタディサポート（鳩嶺教室）
 　（5450万6656円）
　経済的理由により塾等の学習機
会が少ない小学校4～6年生およ
び中学生を対象に、民間事業者を
活用した学習機会を提供

■みどりの園庭づくり
 　（84万3521円）
　身体を動かしたいと思えるきっ
かけづくりとして、やわたこども
園（旧みその保育園）の一部を芝
生化
■地域による寺子屋事業（家庭学習
応援） 　（75万895円）
　地域のボランティアによる放課
後の学習支援を試行的に実施

八幡小学校給食室改修

■消防分署整備
 　（６億3720万6352円）
　　消防力の強化のため、令和６年
２月に消防分署を開署
■市民課窓口業務委託
 　（1999万6900円）
　市民サービスの向上と行政の効
率化を進め、将来にわたって安定
した質の高い窓口サービスを提供
することを目指し、市民課窓口の
一部を業務委託
■男山地域の持続可能なまちづくり
に向けた再調査業務委託
 　（479万6000円）
　「男山地域まちづくり連携協定」
の締結および「男山地域再生基本

安心・安全のまち やわた
持続可能な

計画」の策定から10年を迎え、こ
れまでの取組の成果を確認し、今
後の中長期的なまちづくりを見据
えた取組や連携のあり方を検討
■リユース太陽光パネル設置実証業
務 　（349万6460円）
　脱炭素社会と循環型社会の同時
実現を目指す施策として、男山公
民館に試験的にリユース太陽光パ
ネルを設置し、実証業務を実施

防災

環境

八幡市消防署東部分署開署

リユース太陽光パネル設置実証業務

教育

子ども

■低所得世帯物価高騰対策支援・追加支援及び定額減税補足給付金
給付 　（10億6882万322円）

■学校給食費物価高騰緊急対策助成（小・中学校分）
 　（2824万8040円）
■口径13mmの水道基本料金相当額を6カ月減免
  （２億3006万7350円）
■下水道基本料金を2カ月間減免 　（4609万4300円）

物価高騰対策に関する主な支援施策
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